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一般職員初任科に入校し、警

察組織に関する基本的な知識

や、公務員として働く上で学ぶ

べき法令等について学びます。

　業務において必要となる知識・技術は専門的かつ高度な
ものになります。
　そして日々進歩する情報通信技術に対応するため、採用
時研修終了後も様 な々研修体系が整備されております。

都道府県警察学校

※スケジュールは一例です。状況に応じて学校への入校期間など変更されます。

４月～ 5月～ 9月～ 3月 年度末

初任研修
（おおむね１か月）

業務を行う上で、必要な基礎

知識及び技能について研修を

受けます。

配属された情報通信部

職場研修
（おおむね１か月）

機動通信課、通信施設課、情

報技術解析課の各課各係にお

いて実務を行いながら学びます。

配属された情報通信部

職場実習
（年度末頃まで）

警察大学校附属警察情報通信

学校に再度入校し、１年間の

研修の総仕上げを行います。

警察情報通信学校
（東京都府中市）

通信職員養成科
（技術補習）（おおむね3週間）

多種・多様な
スキルアップの
機 会

専科入校 昇任時
研修

留学
（国内外）

民間・他省庁
主催研修への
参加

入庁

入庁１年目（採用時研修） 入庁２年目以降

6月～ 8月

情報通信技術の基礎知識及

び技能について研修を受け

ます。

警察情報通信学校
（東京都府中市）

通信職員養成科
（技術初任）（おおむね３か月）

A 　生活する寮は、全室個室でプライバシーが確保されて
おり、勉強に集中出来る環境が整っています。

Q
＆
A

充実した研修プログラムで
情報通信技術のプロフェッショナルへの道をサポート

　警察庁では充実した研修プログラムを設けています。学生時代等に情報通信技術を専攻していない方であっても、
同プログラムを通じて入庁後の業務に必要な知識を身に付けることができます。
　入庁１年目は、警察情報通信学校での研修のほか、配属された所属での職場実習を通じて、警察庁技術職員として
必要になる技術・知識を身に付けます。
　入庁２年目以降にも、警察情報通信学校での専門的な研修や国内外での大学院等で研究を行う留学制度があるほか、
民間・他省庁が主催する研修を受ける機会があり、より高度な技術・知識を身につけることができます。

通信職員養成科（技術初任）

　警察情報通信学校の通信職員養成科では、全国各地で採用された同期とともに、技術職員
として業務をしていく上で必要となる知識や技能について学びます。
　授業は１日５時限（１時限は 80 分）で、経験豊富な教官たちが担当します。座学に加えて、業務で実際に使用す
る機器を用いた実習を多く取り入れていますので、職場実習に向けて安心して学ぶことができます。
　学校内には、食堂や大浴場のほか、グラウンドやテニスコートもあり、課外の時間も快適に過ごすことができます。

19：00

自由時間・自習時間

売店で買い物や、食堂で夕食を食べるなど、
自由な時間を過ごします。今日は同期との勉
強会を開催し、疑問点の解消に努めました。

14：20

４時限目：グループ討議

討議を通じて職務に求められる技術・シス
テム等の理解を深めます。討議結果を発表
し、プレゼンテーション能力を磨きます。

11： 50

昼休み
食堂で同期と昼食を食べ、午後から
の授業に備えます。同期との楽しい
会話は良いリフレッシュになります。

10：30

２時限目：実習

各種通信機器に実際に触れること
で理解を深め、現場で活用する技
術を学びます。

9：00

１時限目：座学
情報通信技術や各種通信システム
の基礎知識等を学びます。

集団部屋での生活になりますか？Q

A 　課外の時間であれば外出が可能です。
外出はできますか？Q

A 　警察庁技術職員は知識・技術力で警察活動を支えてい
ます。体力にあまり自信のない方や、運動が苦手な方で
も心配いりません。

警察官のように体力は必要ですか？Q

A 　課外の時間であれば、携帯電話の利用は制限されません。
携帯電話を使うことができますか？Q

警察庁の研修制度全般について

　採用時研修から専科と呼ばれる配属された係の専門分野に特化した研修まで、自身の技術段階に応じた研修プログラムが用

意されており、安心して成長できる環境が整っています。

　継続的な学びを通じて、業務に必要な専門性を高めていくことができます。

通信職員養成科での経験

　大学では主に化学分野を学んでいたため、情報通信に関する知識はほとんどなく採用当初は技術面での不安がありました。

　しかし、情報通信技術や警察独自のシステムについて基礎から学ぶとともに、実習で実運用されている機器に触れることで

体系的に理解を深め、今では自信を持って業務に取り組んでいます。

　通信職員養成科は、全国各地で採用された同期が一斉に入校するので、お互い切磋琢磨しながら絆を育むことができる貴重

な機会となりました。

　困ったときに頼ることができる同期が全国にいるという状況は、今後仕事をしていく上で非常に頼もしく感じています。
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